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◆ インテリジェント機能付サーキットプロテクタとは･･･ ◆
　制御装置の障害が発生した回路を選択して、瞬時に遮断することによって、システムの稼動を維持すると
　ともに、過負荷、短絡、突入電流のピーク電流を系統的に区別し、該当する回路だけを確実に保護します。
　該当した回路は遮断状態が自己保持し警報接点を出力します。
　
■ 特長
　 以下のように、自ら判断・動作します。
　　・ 短絡電流には即断　　　　　　　・ 突入電流には無反応
　　・ スパイク電流には時間で判断　　 ・ 過負荷電流には判断して遮断
　
■ 商品ラインナップ
　Ｅ-Ｔ-Ａ電子サーキットブレーカーには、様々な機能が搭載されています。 
　電流定格レンジは、0.5Aから10A（ESS20）および0.5Aから12A（ESX10）です。
　2つの定格電流をスイッチで切り替えるタイプもあります。 
　ESS20は、UL1077認証により電子補助プロテクタとして使用することも可能です。
　物理分離方式を採用しているため、障害が発生した経路を電源装置から確実に遮断します。
　
     ESS20　【 幅：12.5mm 、 定格電流：0.5A～10A 、 定格電圧：DC24V(18-32V) 】
　　　　　　　　　　　　　　物理分離方式を併用しているため、スイッチモード型電源が過負荷や短絡を検知する前に自動保護
　　　　　　　　　　　　　　モードに切り替わり、障害が発生した経路を確実に遮断することができます。
　　　　　　　　　　　　　　システムにダメージを与えることなく、確実に安全性を保つことができます。
　　　　　　　　　　　　　　電子サーキットブレーカーESS20に搭載されている状態表示機能（ステータス信号）により、トラブル
　　　　　　　　　　　　　　シューティングを素早く簡単に行うことができます。
　　　　　　　　　　　　　　電子サーキットブレーカーESS20は、定格電流の1.8 倍を越える過負荷電流を防ぐことができます。
　　　　　　　　　　　　　　また、リミット機能により、負荷本体、ケーブル、電源装置を保護します。

     ESX10　【幅：12.5mm 、 定格電流：0.5A～12A 、 定格電圧：DC24V(18-32V) 】
　
　　　　　　　　　　　　　　必ずしも物理的に分離する必要がない場合に最適なのがESX10です。
　　　　　　　　　　　　　　電子的に切断した後、補助接点を使って障害が発生したことをLEDで表示したり、電気信号で正確に
　　　　　　　　　　　　　　通知する機能を備えています。

　どちらの機種も、インダクタンスやキャパシタンス負荷による高い突入電流のピーク電流に対しては問題ありません。
　短絡発生時には直ちにトリップして障害を表示する一方、容量20,000μFまでの短絡突入電流を許容します。 
　短絡状態の場合は100ms以内に瞬時トリップするとともに、定格電流の通常1.1倍以上の負荷電流が5秒経過した場合にはトリップ
　します。
　リミット機能により確実に保護するとともに、DC24Vスイッチモード型電源の電圧ディップを防止します。
　 長いケーブルを使用している場合でも制御可能です。
　
■ モジュール化
　配電と配線を事前に組み合わせ、一つの配電パネルに補助接点出力を設置することで、
　設置スペースと配線時間を節約できるだけでなく、系統的な障害管理を行う上でのベース
　として、PLCや可視化プラットフォームのエラー診断に組み込むことができます。

他社にない、“危ないときだけ確実に切る“ 頭脳を持ったサーキットプロテクタです。
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